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研究成果の概要（和文）：日本人更年期世代女性の食の外部化の課題を解明するために、生活環境、世帯構成と
年収をマッチさせた45歳以上55歳以下の更年期世代日本人女性を対象とし、外部化食利用および栄養素摂取量、
食行動・食意識を解析した結果、朝食、昼食、夕食いずれにおいてもフードサービスを利用しており、利用する
理由は、就業の有無により理由が異なっていた。更年期世代女性は有職無職にかかわらず食の外部化の割合は高
いことを見出した。次に、食事環境の整備を目的に、一企業の従業員食堂を利用した健康教育効果を検証し、労
働する更年期世代女性の健康の維持増進のための食事環境の整備として、従業員食堂での健康教育が有効である
可能性を見出した。

研究成果の概要（英文）：The first purpose of this study is to elucidate the problem of 
externalization of diet of menopausal Japanese women. The subjects were eighty four menopausal 
generation Japanese women. The food service was used for breakfast, lunch, and dinner in one month, 
and the reason was different depending on whether there was work or not. The second,in order to 
maintain and promote the health of the workers, we tried to improve the meal environment . we 
conducted a survey of 150 employees who usually ate the catering in the employee canteen of one 
company. Based on the results of a survey of the habitual food intake ( brief-type self-administered
 diet history questionnaire), we used salt reduction as a table top memo theme and displayed these 
for two weeks. We found the possibility that health education in the employee canteen is effective 
as the improvement of food environment for maintaining and promoting the health of perimenopausal 
Japanese women.

研究分野：健康科学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
高齢社会である我が国では女性は子どもを育
むのみならず、介護を担い、職場労働力となる
重要な役割をなす。女性は、我が国の成長、次
世代・男性・家庭の健康づくりだけでなく高齢化
社会でのキーであり、「女性の健康力」は我が国
の国家戦略上、重要な課題かつ重点テーマで
ある。女性の健康の支援策は、2014 年 6 月に
「女性の健康の包括的支援に関する法律」が議
員立法として提出されているが、具体的に進ん
でいない。社会において管理職の年代かつ高
齢期前にあたる更年期世代女性の健康の維持
増進は、独自の判断で「不調がでたら受診する」
のが現状であり、予防も治療も個々人の判断に
まかされている。また我が国の歴史では女性が
食を担ってきたが、戦後の経済の発展と社会進
出により女性の生活と家事労働が外部化へと変
化してきた。外部化している食を整備することは、
平均寿命 86.61 歳である女性だけでなく全国民
の健康に直結するが、整備するために必要な公
衆衛生学や家政学等の複合領域の研究はほと
んどない。日本人更年期世代女性を対象とした
食環境に関する研究も少ない中、研究代表者ら
の研究（丸山智美、更年期と加齢のヘルスケア
13、207-208（2014））で、食事の外部化の進行が
報告されているが、そのほかに報告は少なく、さ
らなる研究が望まれている。また治療学から予
防医学への医療のパラダイムシフトに対応した
日本人更年期世代女性を対象とした研究も少な
い。特に食事に関連する更年期女性の生活や
心理的側面にまで踏み込んだ予防医学的な研
究は、研究代表者らの研究（丸山智美、日本更
年期医学会雑誌 17-2,190-197,2009）の他には
報告は少なく、エビデンスが不足している。  
 
２．研究の目的 
厚生労働省では健康な食事の基準を設定し
その制度が開始されている。しかし更年期女性
には食の外部化の詳細な調査報告はほとんど
ないため、エビデンスがないまま制度が実施さ
れている。食事の外部化が進行した更年期世代
女性の健康を食事面から支えるには、食事環境
の実態や食の外部化の課題を解明しなくてはな
らない。研究代表者はこれまでに本課題に関連
する科学研究費助成事業基盤研究（ C ）
2150799 および科学研究費助成事業基盤研究
（C）24501005 の他複数の研究助成金による研
究で、摂取エネルギーや栄養素のアンバランス
が更年期症状や更年期障害と関連していること
を明らかにした。しかし更年期世代女性の食事
環境の現状や実態の詳細は、いまだ解明できて
いない。そこで本課題は、女性の社会環境の影
響を受け変化してきた食環境の「食の外部化」
の実態を調査し、問題点と課題を明らかにする
ことを目的とした。さらにその課題を基に予防医
学のために実際の食事の環境（食事環境）整備
の基礎を築くことである。 
 
３．研究の方法 
(1) 更年期世代女性の食の外部化の実態、問

題点と課題を明らかにするために横断研究を行
った。対象者は、特定の３県に在住し、人口 100
万人以上の政令指定都市のターミナル駅まで
公共交通機関で１時間以内、世帯年収 500万
円以上である 84人（48歳±3歳）とした。自己記
入式調査票を用いて調査した。調査内容はフー
ドサービス産業（総務小統計局の家計調査報告
の分類に基づき、レストラン、ファストフード、給
食、喫茶店）を 1 ヶ月に利用した朝食、昼食、夕
食での頻度と理由とした。 

 
(2) 食環境を整備するにあたり整備を試みる環
境と対象者の食事状況を把握するために、企業
に勤務し、従業員食堂での給食を昼食として喫
食する A社に勤務する 98人を対象にエネルギ
ー・栄養素摂取量について横断研究を行った。
食事調査（ brief-type self-administered diet 
history questionnaire； BDHQ）を用いてエネル
ギーおよび栄養素摂取量を算出した。その中か
ら更年期世代女性を抽出し、実栄養素摂取量と
1000kcalあたりの栄養素摂取量の男女 2群の平
均値の差をｔ検定で解析した。 

 
(3) 提供献立や食堂環境などの食事環境の整
備の実施に向けた方法を整備する基礎を構築
するために、(2)の結果を基に給食献立と昼食時
間帯を利用した卓上メモを指導媒体とした健康
教育の介入研究を行い、食行動の変容を評価
した。  
 
４．研究成果 
(1) 調査実施時期至近 1 ヶ月間にフードサー
ビスを、朝食では 0.7回、昼食では 14.8回、
夕食では 6.2回利用していた。朝昼夕三食で
利用理由の割合が高かった項目は、時間の節
約（朝食で 25.0％）、友人とのコミュニケー
ション（昼食で 34.8％）、家族とのコミュニ
ケーション（夕食で 46.2％）であった。本研
究の解析対象者である大学生の女子をもつ
更年期世代日本人女性は、昼食だけでなく朝
食や夕食においてもフードサービスを利用
していた。更年期世代日本人女性の食環境は、
外部化が進行している可能性が示された。 
 
(2) 調査対象者 98人の中から摂取エネルギ
ー算出量の棄却検定で棄却域 5％の者を除い
た 88人（男性 36人、女性 52人）を解析対
象とした。男性、女性の平均年齢（±標準偏
差）はそれぞれ 52.6歳（±9.97）、45.0歳（±
10.42）で、有意な差を認めた。実測値では
エネルギー（ｐ＜0.05）、食塩相当量（ｐ＜
0.05）に、1000kcalあたりでは脂質（ｐ＜
0.05）、カルシウム（ｐ＜0.05）、ビタミン B1
（ｐ＜0.05）に男性と女性で有意な差を認め
た。昼食を産業給食で喫食する労働者である
男性と女性では一部の栄養素摂取量に差が
あることが示唆されたことから、女性をター
ゲットとした健康教育が必要であると考え
られた。 
 



(3) 調査票を提出した者は 150人で、そのう
ち健康教育媒体認識欄に回答していない者 5
人を除外した 145人を解析対象とした。独立
性を Fisher 正確確率検定で解析した。有意
水準は 5％（両側検定）とした。給食献立を
健康教育の媒体としての認識している者（認
識群）88人（60.7％）、認識していない者（非
認識群）57 人（39.3％）であった。認識群
vs 非認識群では、「卓上メモの内容が役立っ
た」55人（67.4％）vs 28人（51.9％）、「役
に立たなかった」0人（0％）vs 3人（5.6％）、
「どちらでもない」30 人（35.3％）vs23 人
（42.6％）と有意な差を認めた。卓上メモを
閲覧している割合は、認識群 81.8％、非認識
群 73.7％で有意な差を認めなかった。従業員
に対し従業員食堂という場所や給食を媒体
とした健康教育をおこなうためには、食堂と
給食が健康教育の場所であり媒体であるこ
とを周知することが必要である。 
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